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　投稿

栃木県における自殺の動向
－警察データからみた原因・動機の経時的変化－
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目的　栃木県における自殺の動向や自殺の原因，動機の推移を明らかにし，栃木県の自殺対策につ
いて検討する。

方法　2007年から2009年の間に栃木県内で発生したすべての自殺者を対象とした。栃木県警察が保
有する，県内で発生した自殺に関する小票を分析資料として用いた。また，警察庁が公表して
いる自殺統計から得られる全国の値を比較対象として用いた。分析に用いた項目は，自殺者の
性，年齢，自殺した年，職業，同居人の有無，自殺未遂歴の有無，自殺の原因・動機，自殺の
原因・動機の判断資料である。自殺の原因・動機には，家庭問題（親子関係の不和，夫婦関係
の不和など），健康問題（身体の病気，うつ病など），経済・生活問題（倒産，多重債務など），
勤務問題（職場の人間関係，仕事疲れなど），男女問題（結婚をめぐる悩み，失恋など），学校
問題（学業不振，いじめなど），その他（犯罪発覚時，孤独感など），不詳が含まれていた。ま
た，人口10万人当たりの自殺死亡者数を自殺率とした。

結果　観察した 3 年間の総自殺死亡者数は，栃木県で1,796人，全国で98,187人であった。総死亡
者数に占める男女の割合，自殺者の年齢分布，就業状況は，栃木県と全国との間で大きな違い
はみられなかった。全国では，男女とも自殺率に大きな変化はみられなかったが，栃木県の自
殺率はいずれの年も男女ともに全国より高く，また，2007年以降で増加していた。栃木県の自
殺の原因・動機について，男では健康問題の割合が最も大きく，経済・生活問題，家庭問題と
続いた。女では，健康問題の割合が最も大きく，家庭問題，経済・生活問題と続いた。これら
の内，2007年以降で増加していたのは男女ともに経済・生活問題だけであった。経済・生活問
題の中の多重債務による自殺は，栃木県の男では中高年に多くみられ，2007年から2008年にか
けては60歳代，2008年から2009年にかけては50歳代で特に増加していた。一方，女では，2007
年には40歳代と50歳代に限られていたが2008年以降は幅広い年代にみられた。

結論　本研究によって，多重債務を中心とした経済・生活問題が栃木県の自殺率を増加させている
可能性が示唆された。栃木県では，既に整備されている多重債務等の問題に関する相談窓口の
利用を促進するための調査や働きかけを行い，自殺の推移を今後も注意深く観察していく必要
がある。

キーワード　自殺，警察データ，栃木県，記述疫学，経済・生活問題，多重債務
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Ⅰ　緒　　　言

　日本における自殺死亡者数は，1998年以降
3 万人前後の高い水準で推移1）しており，自殺
はわが国が抱える社会問題の 1つとして広く認
識されるようになった。この問題に対処するた
めに，2006年には自殺対策基本法が制定され，
国，地方公共団体，民間団体などの様々な関係
者の協力や自治体を単位とした自殺対策が全国
的に求められることになった2）。
　日本におけるこれまでの研究では，自殺と経
済との関連について様々な検討がなされてい
る3）‒11）。自殺者数と失業率との間に正の相関が
みられることが日本の多くの地域で示され4）‒7），
また，同様の関連が海外においても示されてい
る8）9）。平光は，名古屋市において，低所得世
帯率の高い区で自殺死亡率が高い傾向がみられ
たことを報告しており10），さらに赤澤らは，自
殺者の特徴の 1つとして死亡時点の返済困難な
借金の存在を挙げている11）。しかし，昨今の日
本の自殺に関して，経済的な問題による自殺を
経時的に観察し，その動向を検討した研究はあ
まり行われていない。
　本研究において，著者らは，栃木県警察の協
力を得て2007年から2009年の間に栃木県内で発
生したすべての自殺の動向や自殺の原因，動機
の推移を検討した。長期の不況により，栃木県
では経済的な問題による自殺が増加しているこ
とが予想され，その実態を明らかにすることは
栃木県の自殺対策に大きく貢献するものと考え
る。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　研究デザイン
　本研究は，2007年から2009年の間に栃木県内
で発生したすべての自殺者1,796人を対象とし
た記述疫学研究である。栃木県警察が保有する，
県内で発生した自殺に関する小票を分析資料と
して用いた。これは，警察庁が公表している自
殺統計12）の基になるデータである。また，自殺

統計から得られる全国の値を比較対象として用
いた。

（ 2）　自殺統計
　自殺統計は，日本における外国人も含めた総
人口を対象としている。この統計は，発見地を
基に自殺死体認知時点で計上しており，認知時
点で自殺，他殺あるいは事故死のいずれか不明
のときには，その後の調査等により自殺と判明
した時点で計上している。また，この統計は，
警察が行った捜査の結果によって作成されてお
り，自殺の原因・動機に関する情報を得ること
ができるという特徴を持つ。なお，自殺統計は，
2007年以降12），遺書等の裏付けのある資料によ
り，明らかに推定できる自殺の原因・動機を 1
件の自殺につき 3つまで計上している。

（ 3）　調査項目
　栃木県の警察データの中で著者らが用いた項
目は，自殺者の性，年齢，自殺した年，職業，
同居人の有無，自殺未遂歴の有無，自殺の原
因・動機，自殺の原因・動機の判断資料である。
職業は，「自営業・家族従業者」「被雇用者・勤
め人」「無職」「不詳」の 4つに分類されていた。
自殺の原因・動機は，「家庭問題（親子関係の
不和，夫婦関係の不和など10項目）」「健康問題
（身体の病気，うつ病など 8項目）」「経済・生
活問題（倒産，多重債務など11項目）」「勤務問
題（職場の人間関係，仕事疲れなど 5 項目）」
「男女問題（結婚をめぐる悩み，失恋など 5項
目）」「学校問題（学業不振，いじめなど 7 項
目）」「その他（犯罪発覚時，孤独感など 6 項
目）」「不詳」の 8つの上位項目（合計53個の下
位項目）に分けられており，該当する下位項目
を 1 件の自殺につき 3 つまで選択する形式で
あった。自殺の原因・動機の判別資料は，「遺
書」「自殺サイト・メール等書き込み」「その他
の生前の言動（これを裏付ける資料がある場合
に限る）」「該当なし」の中から該当するものを
すべて選ぶ形式であった。なお，自殺統計から
は，性・年齢別の自殺者数，同居人の有無，自
殺未遂歴の有無，原因・動機の判別資料の情報
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は得られなかった。

（ 4）　解析方法
　政府統計の総合窓口e-Stat13）から得られる栃
木県および全国における各年10月 1 日現在の
性・年齢別推計人口を用いて人口10万人当たり
の自殺死亡者数を算出し，これを自殺率とした。
また，自殺の原因・動機の 8つの上位項目（家
庭問題，健康問題，経済・生活問題，勤務問題，
男女問題，学校問題，その他，不詳）は，同一
の自殺死亡者に対して該当する原因・動機の下
位項目が最大で 3つまで選ばれることを考慮し，
総計上数および各年の合計計上数に対する割合
を算出することで比較検討した。自殺の原因・
動機の下位項目については，各年の性・年齢階
級ごとに自殺者数に占める割合を算出すること

で年齢分布の推移を示した。
　なお，栃木県警察から提供されたデータには
自殺者の住所や氏名などの個人を同定する情報
は含まれていないため，本疫学研究は国の「疫
学研究に関する倫理指針」14）の適用除外基準で
ある「資料として既に連結不可能匿名化されて
いる情報のみを用いる研究」に該当するため，
倫理審査委員会への審査申請は行っていない。

Ⅲ　結　　　果

　栃木県および全国の自殺者の基本的属性を表
1に示した。総自殺死亡者数は栃木県で1,796
人，全国で98,187人であった。総死亡者数に占
める男女の割合，自殺者の年齢分布，就業状況
に大きな違いはみられなかった。原因・動機が

特定できた者は，栃木県で
95.3％であったのに対し，全国
では72.4％であった。
　栃木県と全国の自殺死亡者数
と自殺率を表 2に示した。栃木
県では60歳代の自殺率が特に増
加しており，2007年で10万人当
たり34.3人，2008年で43.6人，
2009年で50.5人であった。一方，
全国の60歳代では大きな変化は
みられなかった。また，いずれ
の年も，栃木県の自殺率は男女
とも全国より高く，特に男で全
国との差が大きかった。さらに，
栃木県の自殺率は男女ともに増
加していたが，全国ではどちら
にも大きな変化はみられなかっ
た。
　栃木県における性・年齢別自
殺死亡者数と自殺率を表 3に示
した。男では，2007年の自殺率
は50歳代と80歳以上で特に高
かったが，2008年以降は50歳代
と60歳代の自殺率が高く，80歳
以上の自殺率は減少した。女で
は，2007年の自殺率は加齢と共

表 1　自殺死亡者の基本的属性（2007－2009年）
栃木県（1,796人） 全国（98,187人）

人数 割合1）（%） 人数 割合1）（%）

性
男 1 322 73.6 69 781 71.1
女 474 26.4 28 406 28.9

年齢
19歳以下 23 1.3 1 724 1.8
20～29歳 195 10.9 10 217 10.4
30～39 291 16.2 14 411 14.7
40～49 264 14.7 15 327 15.6
50～59 362 20.2 19 900 20.3
60～69 335 18.7 17 403 17.7
70～79 188 10.5 11 277 11.5
80歳以上 127 7.1 7 254 7.4
不詳 11 0.6 674 0.7
就業状況
無職 1 075 59.9 58 781 59.9
自営業・家族従業者 177 9.9 9 686 9.9
被雇用者・勤め人 502 28.0 27 310 27.8
不詳 42 2.3 2 410 2.5
同居人の有無
有り 1 357 75.6
無し 405 22.6 -
不詳 34 1.9
自殺未遂の有無
有り 270 15.0
無し 1 041 58.0 -
不詳 474 26.4

原因・動機
特定者 1 712 95.3 71 133 72.4
原因・動機を特定した資料2）

遺書 553 30.8
自殺サイトなどへの書き込み 57 3.2 -
その他の生前の言動 1 128 62.8

注　1）　栃木県，全国それぞれについて合計人数に対する割合を算出した。
　　2） 　該当する資料をすべて計上しているため，合計数は原因・動機の特定者の数と一

致しない。
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いたが，健康問題は2007年が255件（43.7％），
2008年が276件（45.0％），2009年が260件（40.3 
％），家庭問題も同様に69件（11.8％），75件
（12.2％），68件（10.5％）と，明らかな増加
はみられなかった。また，女における経済・生
活問題は 6 件（2007年の原因・動機合計209件
の2.9％），18件（2008年の原因・動機合計229
件の7.9％），20件（2009年の原因・動機合計
238件の8.4％）と増加していたが，健康問題は
2007年で146件（69.9％），2008年で146件（63.8 
％），2009年で157件（66.0％），家庭問題も同
様に39件（18.7％），43件（18.8％），39件（16.4％）
と，明らかな増加はみられなかった。
　経済・生活問題の下位項目で最も多かったの
が男女ともに多重債務であり，男で194件，女
で15件であった。多重債務による自殺について，

に高くなっており，2008年以降もその傾向は変
わらなかった。
　栃木県の自殺について，男では1,843件の原
因・動機が計上された。その内，健康問題が
791件（計上された原因・動機の42.9％）と最
も多く，経済・生活問題が529件（28.7％），家
庭問題が212件（11.5％）と続いた。女では676
件の原因・動機が計上され，その内，健康問題
が449件（66.4％）と最も多く，家庭問題が121
件（17.9％），経済・生活問題が44件（6.5％）
と続いた。これら 3つの原因・動機を各年で検
討すると，男における経済・生活問題は2007年
が140件（2007年の原因・動機合計584件の
24.0％），2008年が159件（2008年の原因・動機
合計614件の25.9％），2009年が230件（2009年
の原因・動機合計645件の35.7％）と増加して

表 2　自殺死亡者数と自殺率の年次推移
（単位　人，（　）内％）

栃木県 全国

2007年 2008 2009 2007年 2008 2009

総　数 575 (28.6) 591 (29.4) 630 (31.4) 33 093 (25.9) 32 249 (25.3) 32 845 (25.8)
19歳以下 6 ( 1.6) 7 ( 1.9) 10 ( 2.7) 548 ( 2.3) 611 ( 2.6) 565 ( 2.4)
20～29歳 69 (30.3) 60 (26.9) 66 (30.1) 3 309 (22.0) 3 438 (23.3) 3 470 (24.1)
30～39 103 (35.5) 96 (33.1) 92 (32.2) 4 767 (25.4) 4 850 (26.1) 4 794 (26.2)
40～49 86 (34.1) 86 (34.1) 92 (36.4) 5 096 (31.9) 4 970 (30.7) 5 261 (32.1)
50～59 124 (39.4) 121 (39.8) 117 (40.1) 7 046 (38.1) 6 363 (36.0) 6 491 (38.5)
60～69 84 (34.3) 113 (43.6) 138 (50.5) 5 710 (35.0) 5 735 (33.7) 5 958 (33.5)
70～79 60 (32.1) 65 (34.6) 63 (33.7) 3 909 (31.3) 3 697 (29.2) 3 671 (28.9)
80歳以上 42 (37.5) 39 (33.1) 46 (37.4) 2 488 (34.9) 2 361 (31.4) 2 405 (30.5)
不詳 1 4 6 220 224 230

男（再掲） 426 (42.6) 439 (43.9) 457 (45.8) 23 478 (37.7) 22 831 (36.7) 23 472 (37.8)
女（ 〃 ） 149 (14.7) 152 (15.0) 173 (17.1) 9 615 (14.7) 9 418 (14.4) 9 373 (14.3)

注　（　）内は，当該性・年齢階級における毎年10月1日現在の人口10万人当たりの自殺死亡者数（自殺率）である。

表 3　栃木県における性・年齢別自殺死亡者数と自殺率の年次推移
（単位　人，（　）内％）

男 女

2007年 2008 2009 2007年 2008 2009

19歳以下 4 ( 2.0) 5 ( 2.6) 6 ( 3.1) 2 ( 1.1) 2 ( 1.1) 4 ( 2.2)
20～29歳 55 (45.8) 44 (37.3) 43 (37.7) 14 (13.0) 16 (15.1) 23 (22.3)
30～39 81 (53.3) 71 (47.0) 75 (50.0) 22 (15.8) 25 (18.1) 17 (12.5)
40～49 65 (50.0) 65 (50.0) 71 (54.6) 21 (17.1) 21 (17.1) 21 (17.1)
50～59 98 (60.5) 101 (65.2) 95 (63.8) 26 (16.9) 20 (13.4) 22 (15.4)
60～69 60 (49.2) 90 (69.8) 103 (75.2) 24 (19.5) 23 (17.8) 35 (25.7)
70～79 38 (45.2) 41 (48.8) 43 (50.6) 22 (21.4) 24 (23.1) 20 (19.4)
80歳以上 24 (69.4) 18 (48.7) 15 (51.2) 18 (23.7) 21 (26.6) 31 (37.8)
不詳 1 4 6 - - -

注 　（　）内は，当該性・年齢階級における毎年10月1日現在の人口10万人当たりの自殺死亡者数（自殺率）である。
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各年の総自殺死亡者数に対する割合の推移を図
1に示した。男では，全国と比較して栃木県の
方がどの年も割合が大きく，また，全国では減
少していたが，栃木県では2008年から2009年に
かけて増加していた。女では，全国と比較して
栃木県の方が2008年，2009年の割合が大きく，
また，全国ではこの割合がわずかに減少してい
たが，栃木県では増加していた。
　栃木県における多重債務による自殺死亡者の
性・年齢別分布を表 4に示した。男では，多重
債務による自殺の割合はいずれの年も中高年に
多くみられ，2007年から2008年にかけては60歳
代，2008年から2009年にかけては50歳代で特に
増加していた。一方，女では，多重債務による
自殺は2007年には40歳代と50歳代に限られてい
たが2008年以降は幅広い年代にみられた。

Ⅳ　考　　　察

　本研究によって，経済・生活問題による自殺
が栃木県の自殺率の増加に大きく寄与している
ことが示唆された。2007年以降，全国の自殺率
には大きな変化はみられなかったにもかかわら
ず，栃木県の自殺率は男女ともに増加していた。
また，栃木県では，経済・生活問題による自殺
が男女ともに増加していた。経済・生活問題の
下位項目である多重債務による自殺がそれぞれ
の年の総自殺者数に占める割合は，全国では
2007年以降で男女とも減少していた。一方，栃
木県の男では2008年から2009年の間で増加し，
女では2007年から2009年の間で直線的に増加し

のあり方や，いわゆる「男ら
しさ」という社会文化的な圧
力の存在を，中高年の男にみ
られる特徴的な問題として挙
げている19）。また，自殺者は，
自殺について事前に周囲に相
談を求めない傾向があること
が指摘されており20），栃木県
においてもこれらのことが相
談窓口を利用する際の障害に
なっていることが考えられる。

ていた。これらの違いから，自殺率や自殺の原
因・動機の推移は自治体によってばらつきが大
きく，それぞれの自治体における問題点を抽出
するためには，全国的な推移を参照しながら自
治体ごとの推移を検討することが必要であると
考えられる。栃木県では，多重債務を中心とし
た経済・生活問題が自殺対策の大きな課題であ
る。
　栃木県の自殺対策について，相談窓口（特に
多重債務）の充実と周知の重要性はこれまでに
も指摘されている15）。この指摘を受けて，栃木
県は心の健康相談に加えて弁護士や司法書士等
を含めた総合的な相談ができる体制を整備し，
相談窓口の周知も行っている。しかし，多重債
務による自殺は未だ減少せず，特に男では全国
との乖離が大きい。これまでの研究において，
中高年の男で多重債務による自殺が増加してい
ることが示されており16）‒18），このことについて
松本らは，「自分を見せない」「助けを求めな
い」「いつも人と競っている」という対人関係

図 1　各年の総自殺死亡者数に対する多重債務の割合の推移

男（栃木県）

女（栃木県）

男（全国）

女（全国）
0

5

10

15

20
%

2007年 2008 2009

表 4　栃木県内で発生した，多重債務による自殺死亡者の性・年齢別分布
（単位　人，（　）内％）

男 女

2007年 2008 2009 2007年 2008 2009

19歳以下 - - - - - -
20～29歳 8 (14.5) 6 (13.6) 5 (11.6) - - 1 ( 4.3)
30～39 14 (17.3) 10 (14.1) 12 (16.0) - 1 ( 4.0) 1 ( 5.9)
40～49 15 (23.1) 14 (21.5) 16 (22.5) 1 ( 4.8) 1 ( 4.8) 1 ( 4.8)
50～59 22 (22.4) 13 (12.9) 26 (27.4) 1 ( 3.8) 2 (10.0) 1 ( 4.5)
60～69 5 ( 8.3) 13 (14.4) 12 (11.7) - 1 ( 4.3) 3 ( 8.6)
70～79 2 ( 5.3) - 1 ( 2.3) - - -
80歳以上 - - - - - 1 ( 3.2)

注 　（　）内は該当する性・年齢階級ごとの自殺者数（表 3参照）に対する割合（％）である。
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済・生活問題が栃木県の自殺率を増加させてい
る可能性が示唆された。今後は，既に整備され
ている多重債務等の問題に関する相談窓口の利
用を促進するための調査や働きかけを行い，自
殺の推移を注意深く観察していく必要がある。
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